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自治労県職労　調整額見直し・支部代交渉

当局は、過酷な職場実態を直視せよ！やる気をもって働こうと思える見直しを

進展を見せない当局回答～実態軽視のマイナス提案に福祉関係職場から怒りの声が！
自治労県職労は9月29日、調整額の見直しに関する支部代交渉を行いました。

交渉の冒頭、米倉委員長は、「職員の思いを活かし、現場実態に即した見直しをすることにより、困難でもやる気をもって働ける待遇を求める。」と述べました。

続いて、支部代表者、組合役員が厳しい職場実態を踏まえた発言と要求を行いました。しかし、労務課長は、説明にならない回答を繰り返し、コメントは前回交渉の水準を出ないものでした（概要は３頁）。

最後に米倉委員長が、「モチベーションに係る重大な問題。業務の困難性について再検討を求める。」とまとめ、この日の交渉を終えました。

参加者の主な発言内容（要旨）

・厚生労働省の統計によると、全国の児童相談所に寄せられた児童虐待の相談件数は、児童虐待防止法施行前の平成11年度に比べ、26年度は7.6倍に増加。
・児童虐待の相談件数は、政令市を含めると神奈川は大阪に次いで全国で2番目に多い。県所管の平成27年度の相談件数は、23年度と比較すると1.8倍に急増、過去最多となっている。
・児童相談所一時保護所の調整数が1になったのは、30年以上前である。
・おおいそ学園で不適応の児童を一時保護している状況があり、現場では調整数についての不満が大きい。

・児童相談所で毎日、冷や汗をかきながら仕事をしている。対応が難しい親や子どもに向き合う業務、件数の増加だけでは量ることができない質の困難性、夜間・休日でも対応しなければならない常態にあることを理解してもらいたい。

・さがみ緑風園の調整数を下げる根拠や具体的な説明がない。医療部分が北里から変更になって大変になったと聞いている。

・入浴装置の導入や便座の昇降によって職員の負担が軽減されたと言うが、さがみ緑風園の業務全体でどのくらい軽減されているのか、具体的な説明がない。
・新児童自立支援拠点施設は、被虐待や発達障害による対応困難な子どもを受け入れる。情緒障害児短期治療施設（情短）を県として設置するのは初めてであり、職員の不安が相当強い。

・横浜市の情短施設を見学したところ、セラピストや精神科医の連携がないと対応が難しいと感じた。より高度な専門性が必要とされる。
・発達障害や精神的な傷を負った子どもがどういう行動に出てくるかわからない緊張感が常にあり、困難性が非常に高いところと考えられる。情短がおおいそ学園と類似しているとは言えない。

・障害の概念を身体の重度のみで量るのはおかしい。当局が考えている困難性の尺度は相当前のものであり現状に合っていない。

・動物保護センターについて、野犬の捕獲件数が減少したと言うが、捕獲時の危険性に変化はない。また、猫の引取りも危険を伴う業務。

・総合療育相談センターにおけるエックス線の撮影業務はより高度な技術が必要で、困難性が認められる。

・職業訓練指導員がどのような仕事をしているか、全人格的な指導もせざるを得ない実態を理解してほしい。

・訓練校では卒業させれば終わりではなくて、就職させて初めて業務を遂行できたことになる。経営者団体からは、技術だけでなく、まず、仕事に取り組む姿勢や安全衛生の視点を教育してもらいたいという要望が出ている。

・職業訓練指導員の特殊勤務手当を調整額に移行する県は多く、合理的な考えであると思う。

・自分がその仕事をした時にどう感じるか、思いをめぐらしてもらいたい。業務の困難性と賃金が釣り合っていないと、職員が報われない。

＜調整額見直し提案の概要＞

	所　　属
	対象職員
	現行
	当局提案
	提　案　理　由

	水産技術センター
	海事職（えのしま丸乗組員）
	２

または

１
	廃止
	航行の範囲は遠洋から関東近海に変化、調査数も減少。宿泊を伴う航海は1泊2日で年間30～40回程度。

支給対象とされている「船舶内居住を常態」しているとは言えず、長期航海の実態がない。

	保健福祉事務所
	診療放射線技師

診療エックス線技師
	１
	廃止
	年間撮影数の減少。被ばく線量も少ない。総合療育相談センターとの兼務の困難性については確認したい。

	総合療育

相談センター
	病棟看護師・准看護師
	２
	廃止

→１
	病床利用率が低下。通常の看護師業務の範囲であり、職務の困難性が見い出せない。

すでに医（3）給料表で措置されている。
	

	
	外来看護師・准看護師
	１
	廃止
	日勤となっており、特段の困難性が感じられない。医（3）給料表は調整数１を織り込んでいる。
	

	動物保護センター
	狂犬病予防員等
	２
	廃止
	野犬の捕獲件数が減少し、調整額の対象となる業務の頻度が低下した。

実際に野犬の捕獲業務に従事した場合の日額特勤について検討したい。

	さがみ緑風園
	介護を伴う生活指導の業務に常時従事する生活指導員・生活指導補助員
	４
	３
	平成26年のあり方検討会で指定管理者制度導入が指摘されたことからもわかる。社会情勢の変化や今日的観点から見直す必要がある。

常時介護を必要とする重度身体障害者施設で業務の一定の困難性があり調整額を措置していたが、民間の関係施設における介助技術のノウハウ等が向上し、さがみ緑風園の困難性は相対的に低下している。

業務の困難性が軽減された例として、入浴装置導入による入浴介助、ソフト食導入による食事介助、便座の昇降による排泄の自主性などがあげられる。

	
	上記以外の生活指導員・生活指導補助員（ホーム長、班長）
	３
	２
	

	
	生活指導員（課長）
	２
	１
	

	
	生活指導員（部長）
	１
	廃止
	

	新児童自立

支援拠点施設
	日中活動を支援する生活指導員課長、課長補佐、ケースワーカー
	４～２
	４～２
	現行のひばりが丘学園と同じ

	
	知的障害児施設の児童指導員等
	４～１
	４～１
	現行のひばりが丘学園と同じ

	
	情緒障害児短期治療施設
	－
	２

(課長補佐１)
	他県の同等施設の状況、職員に対する暴力等への対応の困難性がおおいそ学園に類似していることを考慮した。

	
	現中里学園業務の看護師
	－
	１
	保育士と同等の業務
	

	
	現中里学園業務の保育士
	２
	１
	看護師と同等の業務
	

	
	現ひばりが丘学園の医師
	２
	２
	現行と同様の業務

	
	現ひばりが丘学園の看護師
	１
	１
	現行と同様の業務

	所　　属
	対象職員
	現行
	組合要求
	当局の考え方

	児童相談所
	一時保護所
	１
	２
	・身体的介助を主眼において他施設との比較をし、現行の調整数を設定した。改善は困難。

	
	一時保護所以外
	－
	１
	・福祉職給料表を適用しつつ、特に困難性を見出した上で手当を支給している。調整額化は困難。

	保健福祉事務所
	生活保護担当職員
	－
	１
	

	精神保健福祉

センター
	医療社会事業業務、心理判定、

保健師
	－
	１
	

	職業技術校
	職業訓練指導員
	－
	４～１
	人格形成過程ではない社会人に対する教育を行う機関であり、全人格的教育を行っているわけではない。工業高校の専任教員とは異なり、調整額化はできない。


※　ゴシックは当局の再提案

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































